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2019年秋季年会では、我々に最も近い radio loud QSOである 3C273からの拡がった 3mm連続波について報告
した。この連続波の起源を探るため、我々はALMA Cycle 7において band 6, 7の連続波観測を行った。3C273
のような天体は中心の点源が極めて明るく、そのまわりの拡がった弱い放射の検出は一般には難しい。ALMAの
ような高感度の装置においても、中心点源のサイドローブなどの影響が画像全体のノイズレベルを決定してしま
うため、ピークのノイズレベルに対する比（ダイナミックレンジ；DR）が通常のデータ解析では band 6ではDR
が 100程度、band 7ではDRが 50程度までが達成される。
本報告では、3C273に対して self calibrationを行った上でフーリエドメインでチャンネル毎に点源を差し引く

などの工夫を行い、band 6（12m array）においてDRが 69000、band 7 (ACA)においてDRが 2500程度を達
成した。これらは観測時間から期待される熱雑音には達していないが、QSOの母銀河からの輻射などを検出する
際に有効な手段となりうる。


